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は じ め に
イスラム金融業務を行う代表的な金融機関に
イスラム銀行（注１）がある。現在，イスラム銀行
は中東・湾岸諸国のみならず，東南アジア，南
アジア，アフリカ，そして欧米諸国にまで広が
りをみせている。イスラム銀行は，通常の銀行
との取引が利子をともなうとして，その利用に
消極的であったイスラム教徒のニーズに応えて
きた。イスラム銀行の登場は，預金を保有しよ
うとするイスラム教徒の意欲を高め，以前にも
増して銀行を経由した資金取引が活発となった。
さらには，中東・湾岸諸国を中心とする産油国
での石油収入の増加により，余剰資金が既存の
金融市場のみならずイスラム金融市場にも流入
したこと，イスラム銀行が通常の銀行と同じ土
台で戦えるだけの金融商品を開発してきたこと，
そしてイスラム銀行の利用を志向する顧客層が
　はじめに
Ⅰ　イスラム銀行利用者の銀行選択行動と継続的取引
に関する先行研究
Ⅱ　データ
Ⅲ　イスラム銀行利用者による金融商品の利用動機と
継続的取引
　おわりに
《要　約》
本研究の目的は，イスラム銀行利用者による金融商品の利用動機およびイスラム銀行との継続的取
引を対象とし，2010 年にヨルダンで実施された聞き取り調査から得られたデータを基に，その決定
要因を検証することである。検証結果から，ヨルダンのイスラム銀行利用者は，イスラム銀行の代表
的な金融商品の利用に際して宗教的な動機を重視し，意思決定を行っていることが明らかとなった。
ただし，ムラーバハの利用者は，手続きの簡便性を重視し，意思決定を行っているとの結果も得られ，
このことは，イスラム銀行の利用者が宗教的な動機のほかにもイスラム銀行を利用する動機をもって
いることを示している。その一方，イスラム銀行と継続的に取引を行う利用者は，価格面での経済合
理性よりも，むしろイスラム法的な適格性に対する評価を重視し，意思決定を行っているという，先
行研究にはない新たな知見が得られた。
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イスラム教徒の枠を超えて非イスラム教徒にも
広がっていることは，イスラム銀行の世界的な
広がりを後押しした。こうした状況に対して，
通常の銀行，特に欧米資本の銀行が積極的にイ
スラム銀行市場に参入し，利益の獲得を狙って
いる。中東や東南アジアを中心に，イスラム銀
行の存在感は増しつつある。このことは，イス
ラム銀行の利用者がイスラム教徒の中で増加し
ていることを意味している。しかしながら，イ
スラム銀行利用者の行動をめぐる研究の蓄積は
少ない。
また，こうした研究の多くは，イスラム銀行
の利用理由を明らかにしようとするものである。
これら結果をめぐっては，宗教的な動機がその
おもな決定要因であるかが焦点となっている。
このように，イスラム銀行利用者の行動に関す
る実証研究の多くは，イスラム銀行の選択をめ
ぐる利用者の意思決定基準に関心が置かれてお
り，イスラム銀行が提供する金融商品・サービ
スをめぐる利用者の意思決定基準に関しては十
分な検証が行われてこなかった。さらには，こ
うした利用者の一回限りの取引に焦点を当てた
研究に比べて，イスラム銀行との継続的取引に
ついて考察した研究も少ない。
本稿の目的は，イスラム銀行利用者による金
融商品（注２）の利用動機およびイスラム銀行との
継続的取引を対象とし，2010 年にヨルダンで
実施された聞き取り調査から得られたデータを
基に，その決定要因を検証することである。具
体的には，多重ロジスティック回帰分析
（Multivariate Logistic Regression Analysis）によって，
金融取引をめぐるイスラム銀行利用者の意思決
定基準を明らかにする。
イスラム銀行の利用者に焦点を当てた理由は，
イスラム金融機関やイスラム金融市場の動向を
分析するような供給サイドに着目した研究のみ
では，イスラム金融が急速に発展してきた理由
を十分には説明できず，またイスラム金融機関
やその金融商品がどのような理由から利用され
ているかを明らかにすることができないからで
ある。イスラム金融は国際金融市場において一
定の地歩を占めるに至った。そうしたなかで，
イスラム金融の今後を探るために必要とされて
いるのは，イスラム金融の需要サイドに着目し
た研究である。世界的なイスラム金融研究の動
向からみると，需要サイドに立った研究は依然
として少なく，今後も引き続き検証が求められ
る領域である。
本研究の特徴として，以下の 2点を指摘した
い。第 1に，イスラム銀行が提供する金融商品
をめぐる利用者の意思決定に及ぼす複数の要因
を検証していることである。先行研究と同様に，
イスラム銀行利用者の意思決定をおもな分析対
象としているが，本稿ではロジスティック回帰
を行い，金融商品の利用に及ぼす複数の要因効
果を同時に検討している。イスラム銀行の利用
動機を度数分析や因子分析によって検証した研
究は多いが，ロジスティック回帰分析を用いて
検証した研究は少ない。第 2に，ヨルダンのイ
スラム銀行利用者への聞き取り調査から得られ
たデータを利用し，イスラム銀行との継続的取
引に影響を与える要因を検証していることであ
る。ヨルダンについては，イスラム銀行の利用
動機を検討した研究はあるが，イスラム銀行と
の継続的取引について検討した研究はない。イ
スラム銀行との継続的取引の決定要因を検討す
ることで，通常の銀行との競争のなかで，なぜ
イスラム銀行が利用されているのかを理解する
4手掛かりを得ることができる。また，本稿での
検証結果を先行研究と比較することによって，
ヨルダンのイスラム銀行利用者が宗教的な動機
のほかに，どのような理由からイスラム銀行を
利用しているかを考察できる点で，意義深いと
考えられる。
本稿の分析結果の要点をあらかじめ述べれば，
ヨルダンのイスラム銀行利用者は，イスラム銀
行の代表的な金融商品の利用に際して，宗教的
な動機を重視し，意思決定を行っていることが
示された。具体的には，ムラーバハ（注３），ム
ダーラバ（注４），ムシャーラカ（注５），イジャー
ラ・ワ・イクティナーウ（注６）の利用者は，おも
に宗教的な動機を重視し，意思決定を行ってお
り，特にムラーバハの利用に対し，宗教的な動
機が強い影響を与えていることが分かった。た
だし，ムラーバハの利用者は手続きの簡便性を
重視し，意思決定を行っていることも明らかと
なった。その一方，イスラム銀行と継続的に取
引を行う利用者は価格面での経済合理性よりも，
むしろイスラム法的な適格性に対する評価を重
視し，意思決定を行っているという，先行研究
にはない新たな知見が得られた。
本稿の構成は次のとおりである。第Ⅰ節にお
いて，イスラム銀行利用者による銀行選択行動
や継続的取引に関する先行研究の動向を概観し，
本稿の検証課題を明確にする。第Ⅱ節では，本
稿で用いたデータおよび記述統計量について説
明する。第Ⅲ節では，イスラム銀行の利用者に
よる金融商品の利用動機やイスラム銀行との継
続的取引に影響を与える要因について検証を行
い，検証結果のインプリケーションを考察する。
最後に，本稿の分析で得られた知見を総括する。
Ⅰ　イスラム銀行利用者の
銀行選択行動と継続的取引に関する
先行研究
近年の研究動向を概観すると，利用者のニー
ズを把握することによって，銀行の経営改善に
資するような提案型の研究，および金融取引を
めぐる利用者の意思決定基準を把握しようとす
る研究に分けられる。本稿の位置づけは後者に
あることから，以下では，イスラム銀行利用者
による銀行選択およびイスラム銀行との継続的
取引に関する先行研究（表 1参照）の動向を概
観し，本稿の検証課題を明確にする。
先行研究の分析対象は，おもに利用者の一回
限りの行動と継続的な行動に分けられる。さら
に，その行動は，イスラム銀行の選択とイスラ
ム銀行で利用できる金融商品の選択という 2つ
のレベルに分けられる。
イスラム銀行の選択に関する先行研究の多く
は，イスラム銀行の利用理由を明らかにしよう
とするものである。そして，これら分析結果に
は違いが見られる。つまり，ここでの争点とは，
イスラム銀行の利用理由が，おもに宗教的な動
機によるものか否かという点にある。Metawa 
and Almossawi［1998］，Naser, Jamal, and Al-
Khatib［1999］，Okumus［2005］，Okumus and 
Genc［2013］では，宗教的な動機がおもな利用
理由であるとの結論が示された。これに対して，
Erol and El-Bdour［1989］，Al-Ajmi, Hussain and 
Al-Saleh［2009］，Khattak and Ur-Rehman［2010］，
Awan and Bukhari［2011］，Echchabi and Olaniyi
［2012］，Ramadan［2013］では，宗教的な動機
は主たる利用理由ではないとの結論が示された。
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これら先行研究では，サービスの質（迅速かつ
効率的なサービス），行員の対応・能力，銀行の
評判，収益性（商品の価格）といった要因が利
用者の行動を動機づけるおもな要因であるとの
結論が示された。
次に，イスラム銀行との継続的取引に関する
先行研究については，継続的取引，継続的取引
の意向や第三者への推奨意向，そしてイスラム
銀行から他の金融機関に切り替えるといった行
動（スイッチング行動）を分析した研究が挙げ
られる。これら分析では，イスラム銀行の利用
理由に関する検証と同様に，宗教的な動機がお
もな意思決定要因であるかが争点となっている。
先行研究の多くは，宗教的な動機よりも，他の
要因がイスラム銀行利用者による継続的取引に
影響を与えるとの結論が示された（Suryani and 
Chaniago［2011］，Abduh, Kassim and Dahari［2012］，
Kishad and Wahab［2013］，Altwijry and Abduh［2013］，
Saeed et al.［2014］）。Suryani and Chaniago［2011］
は，金融機関乗換え行動を抑制する要因として，
スタッフの対応，イスラムの原則遵守，サービ
スに関する問題・失敗への対応，スイッチング
費用，利用者のリスク，銀行の評判を挙げ，特
にスタッフの対応が重要な要因であるとの結果
を得た。Abduh, Kassim and Dahari［2012］は，
イスラム銀行利用者による金融機関乗換え行動
に影響を与える要因として，銀行のスタッフ，
銀行の外観，銀行へのアクセス，費用・手数料
を挙げた。Kishad and Wahab［2013］は，イス
ラム銀行利用者の取引継続意向に対して，銀行
への信頼性が有意な影響を与えているとの結果
を得た。Altwijry and Abduh［2013］は，ATMの
場所，インターネットバンキング，スタッフに
よる問題への対応能力，サービスの費用といっ
た要因がスイッチング行動に影響を与えるとの
結果を得た。Saeed et al.［2014］は，満足度，
スタッフの能力，サービス対応が取引継続意向
に影響を与える要因であるとの結果を得た。
ヨルダンのイスラム銀行を対象とした先行研
究については，Erol and El-Bdour［1989］が，
イルビット，ザルカ，アンマンといった主要都
市におけるイスラム銀行利用者と通常の銀行利
用者による銀行選択の決定要因を検証した。そ
の結果，迅速かつ効率的なサービスと銀行の評
判・イメージが利用者の行動を動機づけるおも
な要因であるとの結論が示された。一方，
Naser, Jamal, and Al-Khatib［1999］は，ヨルダ
ン・イスラム銀行の利用者による銀行選択行動
を検証した。その結果，宗教的な動機および取
引銀行に対する評判の高さが主たる利用理由で
あるとの結果が得られた。Ramadan［2013］は，
イスラム銀行 4行・37 支店の利用者による銀
行選択行動について検証を行い，イスラム銀行
の利用を促す動機のなかで，「親切なスタッフ」
がもっとも重要な利用動機であり，続いて「イ
スラム的な評判とイメージ」が重要であるとの
結果が示された。しかし，これら先行研究は，
イスラム銀行を利用する要因を度数分析や因子
分析によって検証したものであり，イスラム銀
行利用者の意思決定に及ぼす複数の要因を検証
していない。また，イスラム銀行との継続的取
引の決定要因についても検証が進められていな
い。本稿では，イスラム専業銀行であるヨルダ
ン・イスラム銀行（Jordan Islamic Bank for Finance 
and Investment，以下，JIBFI），国際イスラム・ア
ラブ銀行（Islamic International Arab Bank PLC，以
下，IIAB），およびヨルダン・ドバイ・イスラ
ム銀行（Jordan Dubai Islamic Bank，以下，JDIB）
6??　イスラム銀行利用者による金融機関の選択お　　　　　　　　　　　　　よび継続的取引に関するこれまでの実証研究の概観
先行研究 分析内容
検証内容
検証方法
結論
対象となる金融機関 検証対象 イスラム銀行利用者の主な意思決定要因 通常の銀行利用者との違い
Erol	and	El-Bdour	
[1989] イスラム銀行の選択基準
ヨルダンのイスラム銀行
および通常の銀行 銀行サービスの利用動機 度数分析／因子分析 迅速かつ効率的なサービス
広範なサービス分野の提供を重視，
高い預金利回りと低いローン利回り
は重視しない
Metawa	and	
Almossawai	[1998] イスラム銀行の選択基準
バーレーンのイスラム銀
行 銀行選択の動機 度数分析 宗教的な動機 ───
Naser,	Jamal,	and	Al-
Khatib	[1999] イスラム銀行の選択基準 ヨルダンのイスラム銀行 銀行選択の動機 度数分析 銀行の評判，宗教的な動機 ───
Okumus	[2005] イスラム銀行の選択基準 トルコのイスラム銀行 銀行選択の動機 度数分析 宗教的な動機，通常の銀行と同等のサービスを提供し，かつイスラム法の遵守 ───
Khan,	Hassan	and	
Shahid	[2007] イスラム銀行の選択基準
バングラデシュのイスラ
ム銀行 銀行選択の動機 度数分析 イスラム法の遵守 ───
Al-Ajmi,	Hussain	and	
Al-Saleh	[2009] イスラム銀行の選択基準
バーレーンのイスラム銀
行およびイスラム銀行部
門
銀行選択の動機 度数分析／因子分析 サービスの質（例：迅速かつ効率的なサービス），行員の親切さ，行員の知識・能力
イスラム的な評判とイメージを重視，
自宅・職場からの近さを重視しない
Khattak	and	Ur-
Rehman	[2010] イスラム銀行の選択基準
パキスタンのイスラム銀
行 銀行選択の動機 度数分析 秘密性，銀行の評判 ───
Awan	and	Bukhari	
[2011] イスラム銀行の選択基準
パキスタンのイスラム銀
行 銀行選択の動機 度数分析／因子分析 資金調達手段の多様性，収益性 ───
Hamid	and	Masood	
[2011]
イスラム型住宅融資利用
者の選択基準
パキスタンのイスラム銀
行 銀行選択の動機 度数分析
イスラム法の遵守，迅速かつ効率的なサー
ビス ───
Suryani	and	Chaniago	
[2011]
イスラム銀行利用者の銀
行乗換え意向
インドネシアのイスラム
銀行
銀行との取引継続意向の
決定要因 回帰分析／因子分析 行員の対応・能力 ───
Lee	and	Ullah	[2011] イスラム銀行の選択基準および取引継続意向
パキスタンのイスラム銀
行
銀行選択の動機，取引継
続意向の決定要因 度数分析 イスラム法の遵守 ───
Abduh,	Kassim	and	
Dahari	[2012]
イスラム銀行利用者の銀
行乗換え意向
インドネシアのイスラム
銀行
銀行乗換え意向の決定要
因
因子分析／ロジス
ティック回帰分析 行員の対応・能力 ───
Echchabi	and	Olaniyi	
[2012] イスラム銀行の選択基準
マレーシアのイスラム銀
行 銀行選択の動機 度数分析／因子分析 サービスの質，利便性 ───
Kishad	and	Wahab	
[2013]
イスラム銀行利用者の取
引継続意向
マレーシアのイスラム銀
行
銀行との取引継続意向の
決定要因
因子分析／ロジス
ティック回帰分析 銀行への信頼性 ───
Okumus	and	Genc	
[2013] イスラム銀行の選択基準 トルコのイスラム銀行 銀行選択の動機 度数分析 宗教的な動機，無利子金融機関であること ───
Altwijry	and	Abduh	
[2013]
イスラム銀行利用者の銀
行乗換え意向
サウジアラビアのイスラ
ム銀行
銀行乗換え意向の決定要
因 度数分析 利用者のニーズや問題解決への迅速な対応 ───
Ramadan	[2013] イスラム銀行の選択基準 ヨルダンのイスラム銀行 銀行選択の動機 度数分析 行員の親切さ，イスラム的な評判とイメージ，商品の価格 ───
Saeed	et	al.	[2014] イスラム銀行利用者の取引継続意向
パキスタンのイスラム銀
行
銀行との取引継続意向の
決定要因 回帰分析
サービスの質に対する満足度，利用者の
ニーズへの対応能力，信頼性 ───
（出所）筆者作成。
イスラム銀行利用者による金融商品の利用動機と継続的取引の決定要因
7
??　イスラム銀行利用者による金融機関の選択お　　　　　　　　　　　　　よび継続的取引に関するこれまでの実証研究の概観
先行研究 分析内容
検証内容
検証方法
結論
対象となる金融機関 検証対象 イスラム銀行利用者の主な意思決定要因 通常の銀行利用者との違い
Erol	and	El-Bdour	
[1989] イスラム銀行の選択基準
ヨルダンのイスラム銀行
および通常の銀行 銀行サービスの利用動機 度数分析／因子分析 迅速かつ効率的なサービス
広範なサービス分野の提供を重視，
高い預金利回りと低いローン利回り
は重視しない
Metawa	and	
Almossawai	[1998] イスラム銀行の選択基準
バーレーンのイスラム銀
行 銀行選択の動機 度数分析 宗教的な動機 ───
Naser,	Jamal,	and	Al-
Khatib	[1999] イスラム銀行の選択基準 ヨルダンのイスラム銀行 銀行選択の動機 度数分析 銀行の評判，宗教的な動機 ───
Okumus	[2005] イスラム銀行の選択基準 トルコのイスラム銀行 銀行選択の動機 度数分析 宗教的な動機，通常の銀行と同等のサービスを提供し，かつイスラム法の遵守 ───
Khan,	Hassan	and	
Shahid	[2007] イスラム銀行の選択基準
バングラデシュのイスラ
ム銀行 銀行選択の動機 度数分析 イスラム法の遵守 ───
Al-Ajmi,	Hussain	and	
Al-Saleh	[2009] イスラム銀行の選択基準
バーレーンのイスラム銀
行およびイスラム銀行部
門
銀行選択の動機 度数分析／因子分析 サービスの質（例：迅速かつ効率的なサービス），行員の親切さ，行員の知識・能力
イスラム的な評判とイメージを重視，
自宅・職場からの近さを重視しない
Khattak	and	Ur-
Rehman	[2010] イスラム銀行の選択基準
パキスタンのイスラム銀
行 銀行選択の動機 度数分析 秘密性，銀行の評判 ───
Awan	and	Bukhari	
[2011] イスラム銀行の選択基準
パキスタンのイスラム銀
行 銀行選択の動機 度数分析／因子分析 資金調達手段の多様性，収益性 ───
Hamid	and	Masood	
[2011]
イスラム型住宅融資利用
者の選択基準
パキスタンのイスラム銀
行 銀行選択の動機 度数分析
イスラム法の遵守，迅速かつ効率的なサー
ビス ───
Suryani	and	Chaniago	
[2011]
イスラム銀行利用者の銀
行乗換え意向
インドネシアのイスラム
銀行
銀行との取引継続意向の
決定要因 回帰分析／因子分析 行員の対応・能力 ───
Lee	and	Ullah	[2011] イスラム銀行の選択基準および取引継続意向
パキスタンのイスラム銀
行
銀行選択の動機，取引継
続意向の決定要因 度数分析 イスラム法の遵守 ───
Abduh,	Kassim	and	
Dahari	[2012]
イスラム銀行利用者の銀
行乗換え意向
インドネシアのイスラム
銀行
銀行乗換え意向の決定要
因
因子分析／ロジス
ティック回帰分析 行員の対応・能力 ───
Echchabi	and	Olaniyi	
[2012] イスラム銀行の選択基準
マレーシアのイスラム銀
行 銀行選択の動機 度数分析／因子分析 サービスの質，利便性 ───
Kishad	and	Wahab	
[2013]
イスラム銀行利用者の取
引継続意向
マレーシアのイスラム銀
行
銀行との取引継続意向の
決定要因
因子分析／ロジス
ティック回帰分析 銀行への信頼性 ───
Okumus	and	Genc	
[2013] イスラム銀行の選択基準 トルコのイスラム銀行 銀行選択の動機 度数分析 宗教的な動機，無利子金融機関であること ───
Altwijry	and	Abduh	
[2013]
イスラム銀行利用者の銀
行乗換え意向
サウジアラビアのイスラ
ム銀行
銀行乗換え意向の決定要
因 度数分析 利用者のニーズや問題解決への迅速な対応 ───
Ramadan	[2013] イスラム銀行の選択基準 ヨルダンのイスラム銀行 銀行選択の動機 度数分析 行員の親切さ，イスラム的な評判とイメージ，商品の価格 ───
Saeed	et	al.	[2014] イスラム銀行利用者の取引継続意向
パキスタンのイスラム銀
行
銀行との取引継続意向の
決定要因 回帰分析
サービスの質に対する満足度，利用者の
ニーズへの対応能力，信頼性 ───
（出所）筆者作成。
8の利用者への聞き取り調査から得られたデータ
を利用し，金融商品の利用動機やイスラム銀行
との継続的取引の決定要因を検証する。具体的
には，イスラム銀行利用者による金融商品の利
用に関する意思決定，そしてイスラム銀行との
継続的取引に関する意思決定に影響を与える要
因を検証する。
対象となる意思決定は，複数の要因から影響
を受ける。先行研究では，製品（商品・サービ
スの質，商品・サービスの多様性，イメージやブ
ランドへの評価），価格（手数料の低さ，利回りの
高さ，支払い条件の多様性），プロモーション
（広告・宣伝の効果，ダイレクトマーケティング，
友人や同僚からの推薦），場所（チャネル管理，職
場からの距離，自宅からの距離，ATMの数と場所，
銀行の営業時間，駐車場の広さ）といったマーケ
ティング・ミックス（注７）の 4P（Product，Price，
Promotion，Place）の活動要素を援用したカテゴ
リーが用いられている。一方で，年齢，性別，
教育水準，所得額，就労部門，婚姻の有無と
いった個人的特性を用いた研究も僅かながらあ
る。イスラム銀行利用者の意思決定は，個人的
特性からも強い影響を受けると考えられる。そ
こで，本稿では，マーケティング・ミックスの
4Pに基づくカテゴリーに加え，個人的特性も
考慮し，金融商品の利用やイスラム銀行との継
続的取引の決定要因を検証する。決定要因とし
て，イスラム金融商品の利用理由，イスラム法
的な適格性に対する評価，そして人口統計的属
性を用いる。そこで，本稿では次のような仮説
を検証する。第 1に，宗教的な動機がイスラム
金融商品の利用を規定するおもな決定要因であ
る（仮説 1）。第 2に，宗教的な動機がイスラム
銀行との継続的取引を規定するおもな決定要因
である（仮説 2）。
Ⅱ　データ
本稿の分析では，イスラム銀行 3行の個人利
用者に対する聞き取り調査から得られたデータ
を利用した。本節では，聞き取り調査の概要，
回帰分析に用いられる被説明変数および説明変
数，そして聞き取り調査回答者の人口統計的特
性および記述統計量について説明する。
??2010????????????????
ヨルダンにおけるイスラム金融の歴史は古
い（注８）。1978 年には，中央銀行によって制定さ
れたシャリア法（1978 年第 13 号）に基づき，
ヨルダン初のイスラム専業銀行であるJIBFIが
設立された。その後，同国においてイスラム銀
行市場への新規参入の動きは見られなかった。
だが，1997 年にアラブ全域に広く支店網をもつ，
ヨルダンに本店を置くアラブ銀行の子会社とし
て，IIABが設立されたが，国内のイスラム銀
行市場は依然として独占状態にあった。しかし，
2010 年には政策金融機関である産業開発銀行
（Industrial Development Bank）がイスラム銀行に
改組され，国内 3番目のイスラム銀行となる
JDIBが設立された。さらには 2011 年 3 月，イ
スラム銀行のなかでも最大の資産規模を誇るア
ル・ラジュヒ銀行（Al-Rajhi Bank）の海外支店
（現在，国内に 4支店）がヨルダンで操業を開始
した。このように，ヨルダンではイスラム銀行
の数は緩やかながら増加している。
本稿で用いられるデータは，2010 年 5 月に
ヨルダン統計局と共同で行われたイスラム銀行
3行の利用者に対する聞き取り調査（以下，聞
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き取り調査）から得られた。当該調査は，一橋
大学とヨルダン統計局と共同でなされた，ヨル
ダンのイスラム銀行利用者を対象とした聞き取
り調査である（注９）。
調査の目的は，イスラム銀行利用者の行動パ
ターンを明らかにすることである。サンプルの
抽出方法は，作為抽出である判断的抽出法に基
づいている。当該調査は調査票に基づく面接調
査であり，イスラム銀行の支店（支店数は 25）
を訪れた利用者に対面で行われ，利用者から口
頭で回答を得て，調査員が調査票に記入する形
で行われた。また，当該調査では 1563 名から
調査票が回収された。本稿の分析では，ここか
ら無回答を除いた 1498 の回答結果をサンプル
として用いる。
これまでのイスラム銀行利用者への聞き取り
調査は，各研究者が銀行の協力を得て個別に実
施する場合が多い上に，質問項目に対する回答
には一定の時間を要するため，実施されたとし
ても回答数が少ないことや銀行からの協力が得
られなかったことなどの理由から，サンプル数
過少という課題があった。さらには，たとえ調
査が実施されたとしても多くの銀行やその支店
で調査を行うことは人的な要因や費用の面で難
しく，地方を含む広域に及ぶ聞き取り調査が実
施されることはなかった。これら課題を踏まえ，
ヨルダン統計局と協力して全国的な聞き取り調
査を実施したが，こうした調査はこれまで行わ
れた例がなく，その点において当該調査は過去
に実施された同様の調査と比較しても独自性が
強い。
????????????????????
???
本稿での分析対象は，金融商品の利用に関す
るイスラム銀行利用者の意思決定，そして継続
的取引に関する意思決定である。対象となる金
融商品については，イスラム金融の手段として
利用される「ムラーバハ」，「ムダーラバ」，「ム
シャーラカ」，「イジャーラ（注10）」，「イジャー
ラ・ワ・イクティナーウ」，「ムサーワマ（注11）」
の 6つの契約をベースとした各種金融商品に加
えて，「当座借越し」を用いた。ここでは，金
融商品の利用の有無を示す被説明変数として，
各種金融商品を「利用した」場合を「1」でと
らえるダミー変数を用いる。データの出所は，
金融商品の認知度・利用度に関する回答結果
（無回答を除いた回答者数：1498）から得られた。
回答項目は，「利用した」，「知っているが利用
していない」，「知らない」の 3つの選択肢から
なる。
表 2は，その結果を示している。各金融商品
によって大きな差があり，ムラーバハの認知度
が高く，ムサーワマの認知度が低い。認知度が
もっとも高かったのがムラーバハの 90.2 パー
セントである。一方，ムサーワマについては，
「知らない」と回答した割合が 44.1 パーセント
と，認知度は低い。次に，各種金融商品の利用
度をみると，ムラーバハの利用度がもっとも高
く，また当座借越しの利用度も比較的に高い。
ただし，その他の金融商品の利用度は総じて低
いことが分かる。これは，商品転売契約である
ムラーバハや当座借越しといった金融商品への
ニーズが高いことを示唆している。
継続的取引の有無を示す被説明変数として，
複数回，イスラム銀行から資金調達を行った場
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合を「1」でとらえるダミー変数を用いる。
データの出所は，過去の資金調達先および資金
調達回数に関する回答結果から得られた。過去
の資金調達先に関する回答項目（複数回答可）
は，「イスラム銀行」，「通常の銀行」，「その他
の金融機関」，「個人」の 4つの選択肢と各資金
調達先との取引回数からなる。回答結果（無回
答を除いた回答者数：1498）は，過去の資金調達
先としてイスラム銀行を利用した回答者は全体
の 34.4 パーセント（516 人）ともっとも多く，
通常の銀行，個人，その他の金融機関がそれぞ
れ 7.7 パーセント（116 人），5.4 パーセント（81
人），4.1 パーセント（62 人）となっている。ま
た，イスラム銀行と通常の銀行双方から資金調
達を行った回答者は 28 人（1.9 パーセント）で
あった。一方，図 1にイスラム銀行利用者によ
る取引回数別の資金調達実績を示した。1回の
みと回答した利用者が全体（回答者数：516）の
54 パーセントを占め，2回が 23 パーセント，3
回以上が 23 パーセントであることから，半数
近くの回答者が複数回の取引経験を持っている
ことが分かる。
????????????????????
??????????????
イスラム銀行利用者の意思決定には，イスラ
ム金融商品に対する興味・関心や利用理由が深
く関係している。そこで本稿では，金融商品の
利用に関するイスラム銀行利用者の意思決定基
準，そして継続的取引に関する意思決定基準を
示す説明変数として，イスラム金融商品の利用
理由およびイスラム法的な適格性に対する評価
を用いる（注12）。
利用理由については，宗教的な動機，ムラー
バハにおけるマークアップの低さ，手続きの簡
便性，取引の信頼性の 4つのダミー変数を用い
る。利用理由に関するデータは，聞き取り調査
におけるイスラム銀行からの資金調達理由に関
する回答結果（複数回答可）から得られた。回
答結果は，イスラム銀行からの資金調達理由と
して宗教的な動機を選択した回答者が全体（無
回答を除いた回答者数：685）の 71.8 パーセント
と突出しており，続いて取引の信頼性，ムラー
バハにおけるマークアップの低さ，手続きの簡
便性がそれぞれ 9.5 パーセント，8.2 パーセント，
8.2 パーセントとなっている。イスラム法的な
??　イスラム銀行の金融商品に関する認知度と利用度
無回答を除いた回答者数：1,498
利用した
知っているが
利用していない
知らない
度数 % 度数 % 度数 %
ムラーバハ
ムダーラバ
ムシャーラカ
イジャーラ
イジャーラ・ワ・イクティナーウ
ムサーワマ
当座借越し	
518
33
33
30
38
20
244
34.6
2.2
2.2
2.0
2.5
1.3
16.3
833
991
961
944
950
817
844
55.6
66.2
64.2
63.0
63.4
54.5
56.3
147
474
504
524
510
661
410
9.8
31.6
33.6
35.0
34.1
44.1
27.4
（出所）筆者作成。
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適格性に対する評価（注13）については，利用者の
評価を 1（イスラム法的に不適格である），2（一
部がイスラム法的に適格である），3（イスラム法
的に適格である）の順序変数で測る。データの
出所は，イスラム法的な適格性に対する利用者
の評価に関する回答結果から得られた。回答結
果（無回答を除いた回答数：1498）は，「一部が
イスラム法的に適格である」を選択した割合が
47.3 パーセントともっとも多く，「イスラム法
的に適格である」と「イスラム法的に不適格で
ある」がそれぞれ 29.2 パーセントと 10.0 パー
セントとなっている。さらに，分析結果には示
されていないが，銀行固有の要因をコントロー
ルするため，銀行ダミーを加える。ここでは，
聞き取り調査の調査地に関するデータ（回答者
数：1563）を利用する。JIBFIの利用者が全体の
75.8 パーセントを占めており，続いてIIABと
JDIBがそれぞれ 22.1 パーセント，2.1 パーセン
トとなっている。
????????????????????
?????
表 3には，聞き取り調査の回答者をめぐる人
口統計的特性が示されている。本稿の分析で用
いられるのは，年齢，教育水準，所得額の 3つ
である。これら人口統計的特性を，2004 年に
ヨルダンで実施された人口センサス（Department 
of Statistics［2006］），2010 年に実施された「世
帯の消費と所得に関する調査」（以下，家計調
査；Department of Statistics［2009］），そしてヨル
ダンの商業銀行（通常の銀行とイスラム銀行を
含む）に関する先行研究のサンプル特性と比較
した場合，次のようなことが明らかとなった。
年齢については，回答者の平均年齢は 37.7
歳である。また，20 歳代と 30 歳代の回答者が
全体の約 6割を占めており，イスラム銀行に関
する先行研究（Naser, Jamal, and Al-Khatib［1999］）
のサンプル特性とほぼ同様の傾向を示す。この
結果から，ヨルダンのイスラム銀行利用者は，
20 歳代から 30 歳代の顧客層が中心であること
1?
2?
3?
4?
5?
6???
?????????????????????????????????????????
?????????
23?
10?
54?
5?
3? 5?
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??　聞き取り調査回答者の人口統計的特性
属性（N：無回答を除いた回答者数） カテゴリー 度数 % 累積（%）
性別（N=1498）
男性
女性
1300
198
86.8
13.2
86.8
100
年齢（N=1498）
21歳未満
21-30歳
31-40歳
41-50歳
51-60歳
61歳以上
38
451
480
323
130
76
2.5
30.1
32.0
21.6
8.7
5.1
2.5
32.6
64.7
86.2
94.9
100.0
国籍（N=1498）
ヨルダン人
非ヨルダン人
1434
64
95.7
4.3
95.7
100.0
婚姻状態（N=1498）
結婚
未婚・その他
1081
417
72.2
27.8
72.2
100.0
教育水準（N=1498）
非識字者
読み書き習得者
小学校・中学校卒業者
高校卒業者
大学卒業以上
29
21
255
408
785
1.9
1.4
17.0
27.2
52.4
1.9
3.3
20.4
47.6
100.0
就業の有無（N=1498）
被雇用者
失業者
学生
他の所得受給者
主婦
その他
1069
89
52
246
40
2
71.4
5.9
3.5
16.4
2.7
0.1
71.4
77.3
80.8
97.2
99.9
100.0
所得額（N=1359）（注） JD200未満
JD200-JD400
JD401-JD600
JD601-JD800
JD801-JD1000
JD1001以上
52
555
354
147
117
134
3.8
40.8
26
10.8
8.6
9.9
3.8
44.7
70.7
81.5
90.1
100.0
（出所）筆者作成。
（注）所得額とは，世帯の月収を意味する。単位は，ヨルダン・ディナール（JD）。１ヨルダン・ディナー
ル＝1.41米ドル（2015年7月11日現在）。
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各
変
数
の
定
義
と
記
述
統
計
量
変
数
の
定
義
（
n：
サ
ブ
サ
ン
プ
ル
数
（
１
） ）
記
述
統
計
量
平
均
中
央
値
標
準
偏
差
最
小
値
最
大
値
被
説
明
変
数
ム
ラ
ー
バ
ハ
利
用
ダ
ミ
ー
（
n=
11
82
）
ム
ダ
ー
ラ
バ
利
用
ダ
ミ
ー
（
n=
11
82
）
ム
シ
ャ
ー
ラ
カ
利
用
ダ
ミ
ー
（
n=
11
82
）
イ
ジ
ャ
ー
ラ
利
用
ダ
ミ
ー
（
n=
11
82
）
イ
ジ
ャ
ー
ラ
・
ワ
・
イ
ク
テ
ィ
ナ
ー
ウ
利
用
ダ
ミ
ー
（
n=
11
82
）
ム
サ
ー
ワ
マ
利
用
ダ
ミ
ー
（
n=
11
82
）
当
座
借
越
し
利
用
ダ
ミ
ー
（
n=
11
82
）
継
続
的
取
引
ダ
ミ
ー
（
n=
43
9）
M
U
R
A
B
A
H
A
M
U
D
H
A
R
A
B
A
M
U
SH
A
R
A
K
A
IJ
A
R
A
IJ
A
R
A
W
A
M
U
SA
W
A
M
A
N
O
B
A
L
A
N
C
E
R
E
B
O
R
R
O
W
0.
36
9
0.
02
3
0.
01
9
0.
02
1
0.
03
0.
01
6
0.
17
4
0.
45
5
0 0 0 0 0 0 0 0
0.
48
2
0.
15
2
0.
13
8
0.
14
6
0.
17
9
0.
12
5
0.
37
9
0.
49
8
0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 1 1 1 1
説
明
変
数
教
育
水
準
ダ
ミ
ー
（
2） （
n=
11
82
）
所
得
額
（
対
数
値
）（
n=
11
82
）
年
齢
（
対
数
値
）（
n=
11
82
）
宗
教
的
な
動
機
ダ
ミ
ー
（
3） （
n=
11
82
）
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
低
さ
ダ
ミ
ー
（
4） （
n=
11
82
）
手
続
き
の
簡
便
性
ダ
ミ
ー
（
5） （
n=
11
82
）
取
引
の
信
頼
性
ダ
ミ
ー
（
6） （
n=
11
82
）
イ
ス
ラ
ム
法
的
な
適
格
性
に
対
す
る
評
価
（
n=
11
82
）
E
D
U
C
A
T
IO
N
ln
IN
C
O
M
E
ln
A
G
E
IS
L
A
M
M
A
R
K
U
P
P
R
O
C
E
D
U
R
E
C
O
N
F
ID
E
N
C
E
SH
A
R
IA
H
4.
26
8
8.
64
3
3.
57
5
0.
35
5
0.
04
3
0.
04
3
0.
05
1
2.
23
3
5 9 4 0 0 0 0 2
0.
91
6
0.
63
2
0.
31
8
0.
47
8
0.
20
3
0.
20
5
0.
22
1
0.
62
7
1
6.
17
3
2.
77
2 0 0 0 0 1
5
11
.4
07
4.
57
4 1 1 1 1 3
（
出
所
）
筆
者
作
成
。
（
注
）（
1）
回
帰
分
析
に
用
い
ら
れ
る
被
説
明
変
数
お
よ
び
説
明
変
数
の
い
ず
れ
か
に
欠
損
が
あ
る
観
測
値
を
除
外
し
た
デ
ー
タ
数
を
示
し
て
い
る
。
　
　（
2）
 教
育
水
準
は
，
次
の
よ
う
な
５
段
階
の
順
序
尺
度
で
評
価
さ
れ
る
。
大
学
卒
業
以
上
が
「
5」
，
高
校
卒
業
者
が
「
4」
，
中
学
校
お
よ
び
小
学
校
卒
業
者
が
「
3」
，
読
み
書
き
の
習
得
者
が
「
2」
，
非
識
字
者
「
1」
と
定
義
す
る
。
　
　（
3）
イ
ス
ラ
ム
銀
行
か
ら
資
金
調
達
を
行
う
理
由
と
し
て
，
宗
教
的
な
動
機
を
選
択
し
た
利
用
者
を
「
1」
と
し
，
そ
れ
以
外
を
「
0」
と
定
義
す
る
。
　
　（
4）
 イ
ス
ラ
ム
銀
行
か
ら
資
金
調
達
を
行
う
理
由
と
し
て
，
ム
ラ
ー
バ
ハ
に
お
け
る
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
低
さ
を
選
択
し
た
利
用
者
を
「
1」
と
し
，
そ
れ
以
外
を
「
0」
と
定
義
す
る
。
　
　（
5）
イ
ス
ラ
ム
銀
行
か
ら
資
金
調
達
を
行
う
理
由
と
し
て
，
手
続
き
の
簡
便
性
を
選
択
し
た
利
用
者
を
「
1」
と
し
，
そ
れ
以
外
を
「
0」
と
定
義
す
る
。
　
　（
6）
イ
ス
ラ
ム
銀
行
か
ら
資
金
調
達
を
行
う
理
由
と
し
て
，
取
引
に
対
す
る
信
頼
性
を
選
択
し
た
利
用
者
を
「
1」
と
し
，
そ
れ
以
外
を
「
0」
と
定
義
す
る
。
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が分かる。
また，教育水準については，大学卒業以上の
教育を受けた回答者が全体の 52.4 パーセント
を占めるのに対して，人口センサスの結果は
25.1 パーセントである。このことから，イスラ
ム銀行利用者の教育水準は比較的に高いという
傾向が読み取れる。ただし，ヨルダンの商業銀
行に関する先行研究（Al-Hawary, Alhamali, and 
Alghanim［2011］，Alawneh［2012］）のサンプル
特性において，大学卒業以上の教育を受けた回
答者は 6割から 7割であったことを踏まえると，
イスラム銀行利用者の教育水準は商業銀行部門
全体のなかで比べた場合，必ずしも顕著に高い
水準にあるとはいえない。
所得額については，回答者の月平均世帯所得
が 595.6 ヨルダン・ディナール，世帯所得の中
央値は 416.7 ヨルダン・ディナールであること
から，比較的所得の高い層が平均世帯所得を引
き上げていると考えられる。また，200～400
ヨルダン・ディナールの所得層に属する回答者
の割合が 40.8 パーセントともっとも多く，イ
スラム銀行利用者に関する先行研究（Naser, 
Jamal, and Al-Khatib［1999］）のサンプル特性と
ほぼ一致する。一方，商業銀行全体のサンプル
特 性（Al-Hawary, Alhamali, and Alghanim［2011］）
において，301～500 ヨルダン・ディナールお
??　各変数間の相関係　　　　　　　　　　　　　　数（Pearson の相関係数）
EDUCATION lnINCOME lnAGE ISLAM MARKUP
PROCE-
DURE
CONFI-
DENCE
SHARIAH
MURA-
BAHA
MUDH-
ARABA
MUSH-
ARAKA
IJARA IJARAWA MUSAWAMA NOBALANCE
lnINCOME 　0.25***
lnAGE −0.26*** 　0.03
ISLAM −0.01 　0.03 0.16***
MARKUP −0.01 −0.00 −0.00 0.24***
PROCEDUCRE 　0.02 　0.07*** 0.04* 0.22*** 　0.31***
CONFIDENCE 　0.03 　0.06** 0.01 0.28*** 　0.33*** 0.46***
SHARIAH −0.01 −0.02 0.05** 0.11*** 　0.09*** 0.04 0.10***
MURABAHA −0.02 　0.05** 0.14*** 0.90*** 　0.23*** 0.24*** 0.25*** 0.08***
MUDHARABA 　0.03 　0.06** 0.02 0.08*** −0.00 0.04 0.01 0.02 　0.08***
MUSHARAKA 　0.03 　0.06** 0.02 0.05** −0.00 0.01 0.03 0.03 　0.09*** 0.38***
IJARA 　0.06** 　0.08*** 0.07*** 0.06*** −0.02 0.02 0.03 0.03 　0.06** 0.23*** 0.23***
IJARAWA 　0.06*** 　0.10*** 0.05** 0.15*** 　0.01 0.12*** 0.13*** 0.03 　0.16*** 0.09*** 0.17*** 0.40***
MUSAWAMA 　0.04* 　0.12*** 0.00 0.03 −0.02 0.03 0.00 0.00 　0.02 0.22*** 0.22*** 0.23*** 0.20***
NOBALANCE −0.01 　0.09*** 0.07*** 0.19*** 　0.08*** 0.12*** 0.06** 0.14*** 　0.20*** 0.14*** 0.11*** 0.05** 0.07*** 0.18***
REBORROW −0.11** −0.03 0.256*** 0.01 −0.09** 0.06 0.00 0.10** −0.01 0.09** 0.11*** 0.07 0.03 0.14*** 0.15***
（出所）筆者作成。
（注）***，**，* はそれぞれ１％，５％，10％の水準で統計的に有意であることを示す。
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よび 501～700 ヨルダン・ディナールの所得層
がともに約 3割を占め，回答者の割合がもっと
も多い所得層であった。このことから，イスラ
ム銀行利用者の所得水準は商業銀行全体と比較
した場合，低い傾向が読み取れる。さらに，家
計調査より 1166 ヨルダン・ディナール（年世
帯所得で 14000 ヨルダン・ディナール）以上の所
得層がもっとも多く，続いて 500～583 ヨルダ
ン・ディナール（同 6000～7000 ヨルダン・ディ
ナール）であるとの結果が示された。これら結
果から，ヨルダンのイスラム銀行利用者は比較
的に所得の低い層であることが分かる。
表 4には，実証分析において用いられる各変
数の定義と記述統計量を示している。なお，説
明変数のうち，所得額と年齢については自然対
数値を用いた。また，各変数間の相関係数
（Pearsonの相関係数）は表 5のとおりである。被
説 明 変 数 で あ る MURABAHA お よ び
NOBALANCEは，EDUCATIONを除くすべての
説明変数と有意な相関をもつ。一方，説明変数
であるISLAMは，MUSAWAMAとREBORROW
を除くすべての被説明変数と正で有意な相関を
もっており，lnINCOMEは，REBORROWを除
くすべての被説明変数と正で有意に相関してい
る。さらに，MARKUPはREBORROWと負で有
意に相関している。次節以降で行う回帰分析で
??　各変数間の相関係　　　　　　　　　　　　　　数（Pearson の相関係数）
EDUCATION lnINCOME lnAGE ISLAM MARKUP
PROCE-
DURE
CONFI-
DENCE
SHARIAH
MURA-
BAHA
MUDH-
ARABA
MUSH-
ARAKA
IJARA IJARAWA MUSAWAMA NOBALANCE
lnINCOME 　0.25***
lnAGE −0.26*** 　0.03
ISLAM −0.01 　0.03 0.16***
MARKUP −0.01 −0.00 −0.00 0.24***
PROCEDUCRE 　0.02 　0.07*** 0.04* 0.22*** 　0.31***
CONFIDENCE 　0.03 　0.06** 0.01 0.28*** 　0.33*** 0.46***
SHARIAH −0.01 −0.02 0.05** 0.11*** 　0.09*** 0.04 0.10***
MURABAHA −0.02 　0.05** 0.14*** 0.90*** 　0.23*** 0.24*** 0.25*** 0.08***
MUDHARABA 　0.03 　0.06** 0.02 0.08*** −0.00 0.04 0.01 0.02 　0.08***
MUSHARAKA 　0.03 　0.06** 0.02 0.05** −0.00 0.01 0.03 0.03 　0.09*** 0.38***
IJARA 　0.06** 　0.08*** 0.07*** 0.06*** −0.02 0.02 0.03 0.03 　0.06** 0.23*** 0.23***
IJARAWA 　0.06*** 　0.10*** 0.05** 0.15*** 　0.01 0.12*** 0.13*** 0.03 　0.16*** 0.09*** 0.17*** 0.40***
MUSAWAMA 　0.04* 　0.12*** 0.00 0.03 −0.02 0.03 0.00 0.00 　0.02 0.22*** 0.22*** 0.23*** 0.20***
NOBALANCE −0.01 　0.09*** 0.07*** 0.19*** 　0.08*** 0.12*** 0.06** 0.14*** 　0.20*** 0.14*** 0.11*** 0.05** 0.07*** 0.18***
REBORROW −0.11** −0.03 0.256*** 0.01 −0.09** 0.06 0.00 0.10** −0.01 0.09** 0.11*** 0.07 0.03 0.14*** 0.15***
（出所）筆者作成。
（注）***，**，* はそれぞれ１％，５％，10％の水準で統計的に有意であることを示す。
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は，こうした被説明変数と説明変数との関係を
踏まえつつ，被説明変数に対する複数の説明変
数の効果が同時に検討される。
Ⅲ　イスラム銀行利用者による
金融商品の利用動機と継続的取引
???????
本節では，金融商品に関する利用者の一回限
りの意思決定基準およびイスラム銀行からの複
数回の資金調達といった継続的取引に関する意
思決定基準を多重ロジスティック回帰分析に
よって明らかにする。まず，イスラム銀行の金
融商品を対象に，その利用確率を分析する。こ
こでは，金融商品の利用をめぐる意思決定はさ
まざまな要因から影響を受け，さらに利用者の
選択行動は２値をとると考え，非線形の確率分
布に従うロジット・モデル（Logit Model）を推
計する。そして，ロジスティック回帰モデル
（Logistic Regression Model）から推計された偏回
帰係数を用いて検証を行う。ロジスティック回
帰モデルの場合，説明変数と被説明変数との関
係は非線形であり，その偏回帰係数の推計にお
いて被説明変数が「1」となる確率を予測する。
ここで，金融商品を知っており，かつ利用した
場合を「1」でとらえるダミー変数を被説明変
数とし，その確率を Prob（Y=1）とし，そうで
はない確率を 1 −Prob（Y=1）とする。「1」と
なる確率を示す Prob（Y=1）を対数オッズ（ロ
ジット）へ変換すると，以下のような多重ロジ
スティック回帰式が導かれる。
log［ prob（Y=1）1−prob（Y=1）］=b0＋b1･x1＋b2･x2＋…＋bj･xi
ここで，xiはi番目の説明変数を，bjは説明変
数に対する偏回帰係数を示している。本稿の分
析では，上記の回帰式の偏回帰係数を最尤法
（Maximum Likelihood Method）により推計した。
また，推計で用いられるデータは，1498 のサ
ンプルのうち，被説明変数および説明変数のい
ずれかに欠損がある観測値を除外したサブサン
プルである。なお，以上の分析における標準偏
差の推定には，不均一分散に対して頑健な標準
誤差であるWhiteの推定量を用いた。
??? ????????????????
????
金融商品の利用に関するイスラム銀行利用者
の意思決定を示す被説明変数は，利用理由とイ
スラム法的な適格性に対する評価に加えて，人
口統計的属性からも影響を受けると考えられる。
本項では利用者の一回限りの取引に焦点をあて，
ロジスティック回帰を行い，全サンプルのうち
各種金融商品を「利用した」場合を「1」，それ
以外を「0」とする２値変数を被説明変数とし
て推計を行った。また，以下では人口統計的属
性をコントロール変数として用いる。
利用理由の変数として，宗教的な動機，ム
ラーバハにおけるマークアップの低さ，手続き
の簡便性，取引の信頼性を用いる。商業銀行の
利用者が通常の銀行ではなく，あえてイスラム
銀行を利用する動機を宗教的な動機と考えるこ
とは，妥当といえよう。よって，宗教的な動機
は，金融商品の利用に対して正の効果をもつこ
とが期待される。商品転売契約であるムラーバ
ハにおいて，商品の取得価格と転売価格の差額，
いわゆるマークアップがイスラム銀行にとって
の転売利益となる。このことから，マークアッ
プ（上乗せ額）が低いことは，ムラーバハの利
イスラム銀行利用者による金融商品の利用動機と継続的取引の決定要因
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用に対して正の効果をもつことが期待される。
また，手続きが容易であるほど，金融商品を利
用するインセンティブも高まることが予測され
る。よって，手続きの簡便性は，金融商品の利
用に対して正の効果をもつ。銀行取引に対する
信頼性（銀行取引が障害なく，確実に行なわれる
度合い）が高いほど，金融商品を利用するイン
センティブも高まると考えられる。よって，取
引の信頼性は，金融商品の利用に対して正の効
果をもつことが期待される。また，イスラム法
的な適格性に対する評価変数については，イス
ラム法の遵守度合いに対する評価が高いほど，
金融商品の利用確率も高いと予想される。よっ
て，イスラム法的な適格性に対する評価は，金
融商品の利用に対して正の効果をもつことが期
待される。
人口統計的属性変数として，教育水準，年齢，
所得額を用いる。金融商品に関する理解が深ま
ることは，金融商品の利用に対して正の効果を
もつことが期待される。また，教育水準の高さ
は，金融知識の水準を引き上げることに貢献す
ることから，教育水準の高さは金融商品の利用
を促すことが期待される。高齢者層を除き，年
齢の上昇にともない経済活動に従事する機会も
増え，また，20 歳代から 40 歳代がサンプルの
多くを占めていることから，年齢の上昇は金融
商品の利用に対して正の効果をもつことが期待
される。銀行の利用者は所得が低い場合，実物
商品の購買のみならず，金融商品の購買や利用
を控える行動に出ると予想されることから，所
得額の上昇は金融商品の利用に対して正の効果
をもつことが期待される。
表 6-1 および表 6-2 は，イスラム銀行利用者
による金融商品の利用に関する推計結果である。
ムラーバハの利用については，所得額，宗教
的な動機，手続きの簡便性がそれぞれ 10 パー
セント有意水準，1パーセント有意水準，1
パーセント有意水準で統計的に正に有意で推計
されており，これら説明変数はムラーバハの利
用確率を高める効果をもつ。マークアップの低
さは，ムラーバハの利用に対して正ではあるが
有意ではない。これら結果は，ムラーバハの利
用者が宗教的な動機や手続きの簡便性を重視し，
意思決定を行っていることを示している。
ムダーラバの利用については，所得額と宗教
的な動機がともに 1パーセント有意水準で統計
的に正に有意で推計されている。その他の変数
については，教育水準，年齢，手続きの簡便性，
イスラム法的な適格性に対する評価は，ムダー
ラバの利用に対して正ではあるが統計的に有意
ではない。また，ムシャーラカの利用について
は，所得額と宗教的な動機がそれぞれ 1パーセ
ント有意水準と 5パーセント有意水準で統計的
に正に有意で推計されている。その他の変数に
ついては，ムダーラバと同様に，教育水準，年
齢，手続きの簡便性，イスラム法的な適格性に
対する評価は，ムシャーラカの利用に対して正
ではあるが統計的に有意ではない。イスラム金
融において，投資資金の調達と運用を損益分配
型の金融契約によって行うことがそのほかの契
約に比べて望ましい，という独特な考え方があ
る。ムダーラバやムシャーラカは損益分配型の
金融契約に該当することから，宗教的な動機が
これら金融商品の利用に正の影響を及ぼしてい
ると推察される。これら結果は，ムダーラバや
ムシャーラカの利用者が宗教的な動機を重視し，
意思決定を行っていることを示唆している。
イジャーラの利用については，教育水準，所
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?6?1　イスラム銀行利用者による金融商品の利用に関するロジスティック回帰分析
被説明変数
MURABAHA MUDHARABA MUSHARAKA
回帰係数 オッズ比 回帰係数 オッズ比 回帰係数 オッズ比
EDUCATION
−0.226
（1.915）
0.805 0.193
（0.285）
1.194 0.278
（0.247）
1.290
lnINCOME
0.351*
（0.212）
1.248 0.832***
（0.263）
1.692 0.920***
（0.279）
1.788
lnAGE
−0.128
（0.447）
0.960 0.007
（0.590）
1.002 0.379
（0.592）
1.128
ISLAM
6.428***
（0.381）
21.683 1.203***
（0.393）
1.781 1.073**
（0.432）
1.671
MARKUP
0.489
（1.939）
1.104 −0.909
（1.242）
0.829 −0.544
（0.903）
0.895
PROCEDURE
3.309***
（1.244）
1.971 0.720
（0.748）
1.159 0.273
（0.778）
1.057
CONFIDENCE
−1.068
（1.122）
0.789 −0.757
（0.926）
0.844 −0.264
（0.840）
0.943
SHARIAH
−0.280
（0.222）
0.838 0.356
（0.361）
1.249 0.324
（0.419）
1.225
Const.
−3.901
（2.789）
−13.208***
（3.299）
−15.877***
（3.975）
サブサンプル数 1182 1156 1182
Pseudo	R2 0.739 0.086 0.084
対数尤度 −202.914 −120.463 −103.781
Wald 統計量（c2） 379.49*** 33.54*** 29.46***
c2 0.01（１） 6.634
（出所）筆者作成。     
（注）（１） 被説明変数は，金融商品について知っており，かつ利用した場合を「1」，そうでない場合を「0」と
するダミー変数である。それぞれの推計式は，銀行ダミーを含む。
　 　（２） 回帰係数の下段は標準誤差である。***，**，* はそれぞれ１％，５％，10％の水準で統計的に有意
であることを示す。
　 　（３）オッズ比は，説明変数が１標準偏差変動した場合の調整オッズ比を示している。
　 　（４）Pseudo R2は，ロジスティック回帰式の疑似決定係数。
　 　（５）標準誤差は，White の推定量を用いて修正した。
　 　（６）Wald 統計量は，自由度１のカイ二乗分布に従う。
　 　（７）Wald 統計量は，「すべての係数がゼロ」という帰無仮説に対する検定統計量を示している。
　 　（８）信頼係数は，自由度１のカイ二乗分布の１％である。
　 　（９） サブサンプル数は，回帰分析に用いられる被説明変数および説明変数のいずれかに欠損がある観測値
を除外したデータ数を示している。ただし，ムダーラバの利用については，モデルの適合性の問題か
ら，一部の説明変数が分析から除外されたため，他の回帰分析のデータ数とは異なっている。
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?6?2　イスラム銀行利用者による金融商品の利用に関するロジスティック回帰分析
被説明変数 IJARA IJARAWA MUSAWAMA NOBALANCE
回帰係数 オッズ比 回帰係数 オッズ比 回帰係数 オッズ比 回帰係数 オッズ比
EDUCATION
0.689**
（0.269）
1.886 0.637**
（0.247）
1.793 0.457
（0.283）
1.524 −0.032
（0.088）
0.97
lnINCOME
0.591*
（0.309）
1.456 0.731**
（0.329）
1.587 1.120***
（0.376）
2.04 0.400***
（0.151）
1.288
lnAGE
2.401***
（0.648）
2.156 0.945
（0.721）
1.351 0.027
（0.790）
1.008 0.329
（0.265）
1.11
ISLAM
0.477
（0.457）
1.251 1.872***
（0.500）
2.449 0.530
（0.470）
1.284 0.908***
（0.173）
1.544
MARKUP
0.000 1.000 −1.305
（0.968）
0.767 0.000 1.000 0.160
（0.386）
1.033
PROCEDURE
0.460
（0.883）
1.081 0.851
（0.618）
1.190 0.912
（0.815）
1.168 0.714**
（0.351）
1.157
CONFIDENCE
1.125
（0.841）
1.231 0.650
（0.649）
1.154 −0.799
（1.303）
0.861 −0.583
（0.389）
0.878
SHARIAH
0.336
（0.292）
1.235 0.140
（0.293）
1.092 0.206
（0.422）
1.137 0.692***
（0.135）
1.544
Const.
−22.255***
（3.404）
−17.635***
（4.085）
−16.645***
（3.697）
−7.894***
（1.540）
サブサンプル数 1131 1182 1105 1182
Pseudo	R2 0.139 0.186 0.118 0.115
対数尤度 −106.555 −131.09 −84.683 −483.917
Wald 統計量（c2） 37.70*** 61.54*** 18.73*** 89.98***
c2 0.01（１） 6.634
（出所）筆者作成。     
（注）（１） 被説明変数は，金融商品について知っており，かつ利用した場合を「1」，そうでない場合を「0」とす
るダミー変数である。それぞれの推計式は，銀行ダミーを含む。
　 　（２） 回帰係数の下段は標準誤差である。***，**，* はそれぞれ１％，５％，10％の水準で統計的に有意で
あることを示す。
　 　（３）オッズ比は，説明変数が１標準偏差変動した場合の調整オッズ比を示している。
　 　（４）Pseudo R2は，ロジスティック回帰式の疑似決定係数。
　 　（５）標準誤差は，White の推定量を用いて修正した。
　 　（６）Wald 統計量は，自由度１のカイ二乗分布に従う。
　 　（７）Wald 統計量は，「すべての係数がゼロ」という帰無仮説に対する検定統計量を示している。
　 　（８）信頼係数は，自由度１のカイ二乗分布の１％である。
　 　（９） サブサンプル数は，回帰分析に用いられる被説明変数および説明変数のいずれかに欠損がある観測値
を除外したデータ数を示している。ただし，イジャーラおよびムサーワマの利用については，モデル
の適合性の問題から，一部の説明変数が分析から除外されたため，他の回帰分析のデータ数とは異なっ
ている。
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得額，年齢がそれぞれ 5パーセント有意水準，
10 パーセント有意水準，1パーセント有意水準
で統計的に正に有意で推計されている。一方，
イジャーラ・ワ・イクティナーウの利用につい
ては，教育水準，所得額，宗教的な動機がそれ
ぞれ 5パーセント有意水準，5パーセント有意
水準，1パーセント有意水準で統計的に有意で
推計されている。これら結果は，イジャーラ・
ワ・イクティナーウの利用者は宗教的な動機を
重視し，意思決定を行っていることを示してい
る。イジャーラ・ワ・イクティナーウは所有権
移転賃貸借契約であり，イジャーラとムラーバ
ハとを組み合わせた複合契約と読み替えること
ができる。こうした契約による取引はイジャー
ラとは異なり，リース期間終了後，リース対象
資産の所有権が賃借人に移転することから，販
売信用（割賦販売）と同視できる経済的効果が
あり，また金銭の貸付と同様の経済的効果をも
つ。イスラム銀行で利用できる金融商品のなか
で，イジャーラ・ワ・イクティナーウとムラー
バハは利付取引と同様の経済的効果をもつ金融
商品とみなすことができよう。商業銀行の利用
者が通常の銀行による利付金融商品ではなく，
あえてイスラム銀行で利用できるこれら金融商
品によって資金調達を行う理由を宗教的な動機
によるものと考えることは妥当といえよう。こ
のことから，宗教的な動機を重視するイスラム
銀行利用者は，そうではない利用者に比べて，
イジャーラ・ワ・イクティナーウを利用する確
率が高いと解釈できる。
ムサーワマの利用については，所得額が 1
パーセント有意水準で統計的に正に有意であり，
所得額はムサーワマの利用確率を高める効果を
もつ。その他の変数については，教育水準，年
齢，宗教的な動機，手続きの簡便性，イスラム
法的な適格性に対する評価がムサーワマの利用
に対して正であるが有意ではない。宗教的な動
機がムサーワマの利用に対して有意な影響を与
えていない点については，前節の相関分析の結
果と整合的である。当該契約をベースとした取
引が，ムラーバハのように売り手が取得価格を
開示し，買い手がその価格を信頼し実物資産を
購入する取引とは異なり，実物資産の取得価格
を買い手に知らせる必要がない。そのため，売
り手が要求する代金は，実物資産の市場価格を
必ずしも反映していない可能性がある。宗教的
な動機を重視する利用者が，同型の契約である
ムラーバハではなく，あえて取得価格の不確実
性が大きいムサーワマを利用するインセンティ
ブは低いと考えられる。
当座借越しの利用については，所得額，宗教
的な動機，手続きの簡便性，イスラム法的な適
格性に対する評価がそれぞれ 1パーセント有意
水準，1パーセント有意水準，5パーセント有
意水準，1パーセント有意水準で統計的に正に
有意で推計されており，これら説明変数はイス
ラム銀行利用者による当座借越しの利用確率を
高める効果をもつ。このことから，当座借越し
の利用者は宗教的な動機や手続きの簡便性に加
えて，イスラム法的な適格性に対する評価を重
視し，意思決定を行っていると解釈できる。
以上から，ムラーバハ，ムダーラバ，ムシ
ャーラカ，イジャーラ・ワ・イクティナーウの
利用者はおもに宗教的な動機を重視し，意思決
定を行っていることが明らかとなった。そこで，
オッズ比をみると，宗教的な動機が 1標準偏差
分上昇するとき，ムラーバハの利用確率は 21.6
倍，ムダーラバの利用確率は 1.7 倍，ムシャー
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ラカの利用確率は 1.6 倍，イジャーラ・ワ・イ
クティナーウの利用確率は 2.4 倍上昇する。こ
のことは，宗教的な動機がムラーバハの利用に
対して，より大きな影響を与えていることを示
唆している。また，ムラーバハの利用者は手続
きの簡便性を重視し，意思決定を行っていると
いう結果も得られた。このことは，手続きの簡
便性を重視する利用者はそうではない利用者に
比べて，ムラーバハを利用する確率が高いこと
を示している。逆の見方をすれば，イスラム銀
行の利用者は宗教的な動機のほかにもイスラム
銀行を利用する動機をもっていると考えること
ができる。また，所得額の上昇はすべての金融
商品の利用に対して，正の影響を及ぼしている
ことも明らかとなった。
??? ????????????????
?????
前項では，金融商品の利用動機について検証
した。その結果，イスラム銀行利用者はイスラ
ム銀行の代表的な金融商品の利用に際して，宗
教的な動機を重視し，意思決定を行っているこ
とが分かった。また，ムラーバハの利用者は手
続きの簡便性を重視し，意思決定を行っている
ことも明らかとなった。だが，こうした検証結
果は一回限りの行動を前提としたものであり，
継続的な行動を考慮すると，その意思決定に及
ぼす影響も異なる可能性がある。そこで，本項
ではロジスティック回帰を行い，イスラム銀行
の利用者が継続的取引を行う確率を分析す
る（注14）。ここで，被説明変数として，全サンプ
ルのうち，イスラム銀行から複数回（2回以上），
資金調達を行った場合を「1」，1回のみ資金調
達を行った場合を「0」でとらえるダミー変数
を用いる。継続的取引に影響を及ぼす共変数と
して，前項同様に，利用理由変数，イスラム法
的な適格性に対する評価変数，人口統計的属性
変数から構成される。期待される符号は，前項
の分析と同じである。
表 7は，イスラム銀行の利用者による継続的
取引に関する推計結果である。
推計結果より，年齢，手続きの簡便性，イス
ラム法的な適格性に対する評価がそれぞれ 1
パーセント有意水準，10 パーセント有意水準，
5パーセント有意水準で統計的に正に有意であ
り，これら説明変数は，イスラム銀行利用者が
継続的取引を行う確率を高める効果をもつ。特
に，年齢については，オッズ比が 1.6 と有意に
高い値が得られた。年齢の高い顧客層ほどイス
ラム銀行との取引期間も長期にわたる可能性が
高く，それにともない，イスラム銀行から資金
調達を行う頻度も高まると考えられる。このこ
とから，年齢の上昇が継続的取引に対して，有
意な正の影響を与えていると推察される。一方，
継続的取引に関する意思決定に対して，宗教的
な動機が有意な影響を与えているとの結果は得
られなかった。また，ムラーバハにおけるマー
クアップの低さが 1パーセント有意水準で統計
的に負に有意で推計されている。この説明変数
は，イスラム銀行利用者が継続的取引を行う確
率を低下させる効果をもつ。つまり，マーク
アップの低さを重視する利用者は，そうではな
い利用者に比べて継続的取引を行う確率が低い
ことを示している。この結果は，前節の相関分
析の結果とも整合的であり，このことはイスラ
ム銀行の利用者にとって，マークアップの低さ
といった価格面の要素は必ずしも継続的取引を
動機づけることにはならないことを示している。
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??　イスラム銀行からの継続的取引に関するロジスティック回帰分析
被説明変数
REBORROW
回帰係数 オッズ比
EDUCATION
−0.035
（0.122）
0.967
lnINCOME
−0.174
（0.197）
0.902
lnAGE
1.874***
（0.427）
1.663
ISLAM
0.444
（0.504）
1.094
MARKUP
−0.930***
（0.350）
0.742
PROCEDURE
0.612*
（0.358）
1.219
CONFIDENCE
−0.065
（0.307）
0.977
SHARIAH
0.468**
（0.187）
1.319
Const.
−6.641***
（2.102）
サブサンプル数 439
Pseudo	R2 0.104
対数尤度 −270.986
Wald 統計量（c2） 50.96***
c2 0.01（１） 6.634
（出所）筆者作成。
（注）（１） REBORROW は，イスラム銀行から複数回（２回以上），資金調達を行っ
た場合を「1」，そうでない場合を「0」とするダミー変数である。推
計式は，銀行ダミーを含む。
　 　（２） 回帰係数の下段は標準誤差である。***，**，* はそれぞれ１％，５％，
10％の水準で統計的に有意であることを示す。
　 　（３） オッズ比は，説明変数が１標準偏差変動した場合の調整オッズ比を示
している。
　 　（４）Pseudo R2は，ロジスティック回帰式の疑似決定係数。
　 　（５）標準誤差は，White の推定量を用いて修正した。
　 　（６）Wald 統計量は，自由度１のカイ二乗分布に従う。
　 　（７） Wald 統計量は，「すべての係数がゼロ」という帰無仮説に対する検定
統計量を示している。
　 　（８）信頼係数は，自由度１のカイ二乗分布の１％である。
　 　（９） サブサンプル数は，回帰分析に用いられる被説明変数および説明変数
のいずれかに欠損がある観測値を除外したデータ数を示している。
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その理由について，継続的取引を志向する利用
者はそうではない利用者に比べて，価格の上昇
に対してより敏感に反応しない可能性が考えら
れる。逆の見方をすれば，マークアップの低さ
を重視する利用者は価格面での経済合理性を考
慮し，イスラム銀行から通常の銀行に切り替え
るといった行動に出る可能性が考えられる。ム
ラーバハの利用者に限ってみると，マークアッ
プの低さを重視する利用者は，通常の銀行が提
供する利付金融商品を利用することが価格面で
有利である場合，そうではない利用者に比べて
引き続き取引を行うインセンティブは低いと推
察される。一方，手続きの簡便性およびイスラ
ム法的な適格性に対する評価については，オッ
ズ比をみると，1標準偏差分の増加にともない，
イスラム銀行利用者が継続的取引を行う確率は
それぞれ 1.2 倍，1.3 倍上昇する。この結果は，
継続的取引に関するイスラム銀行利用者の意思
決定に対して，イスラム法的な適格性に対する
評価がより強い影響を与えていることを示唆し
ている。以上から，継続的取引を行うイスラム
銀行の利用者は，マークアップの低さといった
価格面での経済合理性よりも，むしろイスラム
法的な適格性に対する評価を重視し，意思決定
を行っていると解釈できる。
????????????????
これまでの分析から，イスラム銀行の利用者
は，イスラム銀行の代表的な金融商品の利用に
際して，宗教的な動機を重視し，意思決定を
行っているとの結果が示された。特にムラーバ
ハやイジャーラ・ワ・イクティナーウによる取
引は利付取引と同様の経済的効果を持つ利用頻
度の高い取引形態である。これら結果を踏まえ
ると，ヨルダンのイスラム銀行利用者にとって，
宗教的な動機がイスラム銀行の利用を促すおも
な動機であることが示唆される。こうした結果
は，イスラム銀行の利用者による銀行選択をめ
ぐる意思決定において，宗教的な動機をおもな
利用理由と結論づけた先行研究（Metawa and 
Almossawai［1998］，Naser, Jamal, and Al-Khatib
［1999］，Okumus［2005］）と同じ立場をとる。た
だし，ムラーバハの利用者は手続きの簡便性を
重視し，意思決定を行っているとの結果も得ら
れた。このことは，イスラム銀行の利用者は宗
教的な動機のほかにもイスラム銀行を利用する
理由をもっていることを示している。
その一方，イスラム銀行との継続的取引に関
する利用者の意思決定に対して，イスラム法の
遵守度合いに対する評価の高さといった要因が
影響を与えていることが明らかとなった。また，
マークアップの低さが継続的取引に対して，有
意な負の影響を与えているとの結果も得られた。
このことは，ヨルダンにおいてイスラム銀行と
継続的に取引を行う利用者は，価格面での経済
合理性よりも，むしろイスラム法的な適格性に
対する評価を重視し，意思決定を行っているこ
とを示している。継続的取引を行う利用者の意
思決定において，イスラム法的な適格性に対す
る評価が重視される背景には，通常の銀行との
差別化を可能とするようなイスラム金融商品の
利用そのものを利用者が強く嗜好していること
が考えられる。
イスラム金融機関の特徴とは，通常の金融機
関が有していないブランドを有していることに
ある。こうしたイスラム金融機関に独自のブラ
ンドとは，通常の金融機関が提供していないイ
スラム金融商品およびイスラム金融機関の取引
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活動そのものに対する利用者の信頼性によって
構築される。イスラム銀行が利用されている背
景には，通常の銀行との差別化を可能とするよ
うなイスラム金融商品を提供していることに加
えて，イスラム法の遵守度合いに対する評価の
高さといったイスラム銀行への信頼性に基づく
ブランド力を有していることが関連していると
推察される。
お わ り に
本稿では，イスラム銀行利用者による金融商
品の利用およびイスラム銀行との継続的取引を
対象とし，2010 年にヨルダンで実施されたイ
スラム銀行利用者への聞き取り調査から得られ
たデータから，その決定要因を検証した。
本稿の検証結果より，ヨルダンのイスラム銀
行利用者はイスラム銀行の代表的な金融商品の
利用に際して，おもに宗教的な動機を重視して
いることが明らかになり，仮説 1は支持された。
特に，ムラーバハの利用に対して宗教的な動機
が強い影響を及ぼしていることが分かった。ま
た，所得額の上昇はすべての金融商品の利用に
対して，正の影響を及ぼしていることも明らか
となった。ただし，ムラーバハの利用者は手続
きの簡便性を重視し，意思決定を行っていると
の結果も得られた。このことは，イスラム銀行
の利用者が宗教的な動機のほかにもイスラム銀
行を利用する動機をもっていることを示してい
る。その一方，継続的取引を行うイスラム銀行
利用者の意思決定については，仮説 2（宗教的
な動機からの影響）は支持されなかったものの，
継続的取引を行うイスラム銀行の利用者は価格
面での経済合理性よりも，むしろイスラム法的
な適格性に対する評価を重視し，意思決定を
行っているという，先行研究にはない新たな知
見が得られた。
本稿での結論は，学術的な意味のほか，イス
ラム銀行の経営者にとっても示唆に富むものと
考えらえる。また，本稿の結果は銀行選択に関
わる意思決定のみならず，金融商品の利用に関
する個別の意思決定を検証することが重要であ
ることを示している。ただし，湾岸諸国，東南
アジア，南アジアを含むそのほかのイスラム銀
行市場との比較，そしてヨルダン国民のイスラ
ム観という点から，さらに検証が行われる余地
は残っている。そして，調査対象が個人利用者
であることから，中小企業といった大口の利用
者を対象とした考察を行うことも，本稿での結
論の説得力を高めることになると考える。
（注１）ここでは，預金の受け入れと貸出を行
う金融機関を「銀行」と呼ぶ。
（注２）本稿で扱われる「金融商品」の定義と
は，金融取引および実物取引に関する契約を指す。
（注３）商品転売契約。売り手（主として，金
融機関）は，買い手が希望する商品の原価に両
者で合意したマークアップ（利益）を上乗せし，
買い手に転売する。買い手は，契約で合意した
期日までに代金を一括して支払う必要がある。
また，ムラーバハの一形態にバイウ・ビサマン・
アージルと呼ばれる契約がある。この場合，買
い手は代金を割賦にて返済する。ちなみに，マー
クアップは一般的にベンチマークにリスクプレ
ミアム（たとえば，外国為替リスク）を上乗せ
することによって決定される。
（注４）資金提供者と資金需要者との間のパー
トナーシップ契約。利益は両者で事前に合意し
た割合で分配される。損失は拠出額の範囲内に
おいて資金提供者が負担する。
（注５）ムダーラバと異なり，複数のパート
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ナーが資金を拠出し，各参加者が利益と損失を
分配する契約。利益は契約時に合意した割合に
応じて分配される。損失は拠出額に応じて分配
される。
（注６）動産・不動産における所有権移転賃貸
借契約。事前に決定されたリース料の支払いが
行われた後，そのリース対象資産の所有権が賃
借人に移転する契約。イジャーラ・ムンタヒア・
ビッタムリークとも呼ばれる。
（注７）マーケティング戦略の立案・実行プロ
セスに用いられるマーケティング施策の組み合
わせを示している。
（注８）ヨルダンのイスラム金融の沿革および，
その制度的枠組みについては，Saleh and Zeitun
［2006］，Miani and Daradkah［2009］，長岡［2010］
を参照されたい。
（注９）当該聞き取り調査は，文部科学省・世
界を対象としたニーズ対応型地域研究推進事業
「アジアのなかの中東−経済と法を中心に」（平
成 18～23 年度，研究代表者：加藤博）の一環と
して，一橋大学の研究グループとヨルダン統計
局と共同で 2010 年 5 月に実施された。対象地域
はヨルダンの全県を網羅している。調査票の設
定とその後のデータ処理では，ヨルダン統計局
のイフラス・アランキ所長補佐，一橋大学の加
藤博名誉教授，上智大学の岩崎えり奈教授から
の助力を得た。記して謝意を表したい。なお，
そこで収集されたデータの単純集計が，アラビ
ア語の報告書としてヨルダン統計局から出版さ
れている（Dā’irah al-’Iḥṣā’āh al-‘Āmmah［2011］）。
（注10）動産・不動産の賃貸借契約。資産の用
益権を報酬と引き換えに売却することを意味す
る。この場合，賃貸人はリース対象資産の所有
者である必要があり，また保険料，修繕費など
の賃貸物件に関する維持費用は，賃貸人が負担
する。イジャーラは，オペレーティング・リー
スに類似した経済的効果をもつ契約形態である。
（注11）ムダーラバと同様の商品売買契約。ム
ダーラバとの違いは，実物資産の取得価格を買
い手に開示する義務がなく，売買価格は両者の
交渉によって決定される点である。
（注12）利用目的を加えた推計も試みたが，利
用目的に関するデータが少なかったこと，また
推計結果の多くが統計的に有意でなかったこと
から，当該変数を加えた推計は断念した。
（注13）イスラム金融商品の利用理由変数であ
る「宗教的な動機」と「イスラム法的な適格性
に対する評価」については，前者がイスラム銀
行が提供する「金融商品の利用理由が宗教的な
動機によるものか否か」を明らかにすることを
目的としていることに対して，後者が「イスラ
ム金融商品を提供する金融機関そのものに対す
る評価」を明らかにすることを目的としている
点において，両者の概念は相違している。また，
前者がイスラム銀行利用者の主観であるのに対
して，後者は他者の評価をも踏まえたイスラム
銀行に対する評価という点でも異なっている。
（注14）トービット回帰による推計も行ったが，
統計的な有意性は若干低下したものの，推計結
果はロジスティック回帰の推計とほぼ同様の結
果となった。
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